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下水道河川課
新たに公共下水道の本管に接続する公共汚水ます（取付管及びます）を設置する場合の取扱いは次のとおりです。
＜公費設置＞
原則として隣接道路等の公共下水道（汚水）本管整備時点で、土地利用の建築計画が未定等の理由により公共汚水ますの設置を見合わせていた土地をそのままの区画で建築しようとする場合が対象となります。ただし、下記＜自費設置＞に該当するものを除きます。
なお、公費設置対象の場合であっても、原則として掘削規制期間中の道路掘削を伴う工事は行いません。
＜自費設置＞
下記に該当するものは、自費施工（原因者負担による設置）となります。
（1） 排水設備の設置を伴わない公共汚水ますの設置。
（2） 自己都合による、既設の公共汚水ますの移設及び改造並びに公共汚水ますを設置済みの土地の区画での公共汚水ますの追加。

（3） 公共汚水ますを設置済みの土地の区画を分割して、土地の区画を増やす場合に伴う公共汚水ますの追加。

（4） 過去に公共汚水ますの設置を保留した土地で、汚水本管整備以降に区画分割したことに伴う公共汚水ますの設置（全区画）。
（5） 過去に市が移管を受けた、私道内の汚水本管へ接続する公共汚水ますの設置。
　この取扱いの適用日は、令和３年（2021年）４月１日からです。
